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代
　
表
　
質
　
問

問�　
令
和
２
年
度
の
新
た
な
取
り
組

み
と
し
て
中
学
校
給
食
の
無
償
化

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
の

実
施
に
は
毎
年
約
３
億
５
千
万
円

が
必
要
と
な
る
が
持
続
可
能
な
の

か
。
ま
た
、
な
ぜ
小
学
校
で
は
な

く
、
中
学
校
の
給
食
だ
け
を
無
償

に
す
る
の
か
。市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
本
市
は
、
こ
ど
も
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
お
り
、

誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
な
く
、
全

て
の
子
ど
も
を
ま
ち
の
み
ん
な
で

支
え
る
と
い
う
理
念
の
も
と
、
中

学
生
ま
で
の
医
療
費
や
第
２
子
以

降
の
保
育
料
完
全
無
料
化
等
の
施

策
を
実
施
し
て
い
る
。
中
学
校
給

食
の
無
償
化
は
、
高
校
受
験
な
ど

に
よ
り
、
教
育
費
の
負
担
が
特
に

大
き
く
な
る
中
学
生
が
い
る
世
帯

の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と
で
、
子

育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環
境
の
充

実
を
目
的
に
実
施
す
る
。
事
業
に

係
る
費
用
は
、
こ
れ
ま
で
市
の
負

担
で
実
施
し
て
き
た
第
２
子
以
降

の
保
育
料
無
料
化
が
昨
年
10
月
か

ら
国
の
負
担
で
実
施
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
市
の
負
担
が
年
間
約
７

億
５
千
万
円
軽
減
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
一
部
を
活
用
す
る
。

　

�　
な
お
、
全
て
の
市
立
小
中
学
校

で
実
施
す
る
場
合
は
、
約
10
億
円

を
超
え
る
費
用
が
必
要
と
な
る
た

め
財
源
が
不
足
す
る
。
小
学
生
は

将
来
的
に
本
施
策
の
恩
恵
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
経
済

的
負
担
の
大
き
い
中
学
生
を
優
先

し
た
い
。

そ
の
他
の
項
目

〇
令
和
２
年
度
新
年
度
予
算

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応

　
新
年
度
の
主
な
取
り
組
み

三み

好よ
し 

　
宏ひ
ろ
し 
議
員

自
民
党 
真
誠
会

問�　
０
歳
児
の
見
守
り
事
業
の
必
要

性
は
感
じ
る
が
、
高
齢
者
施
策
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答�　
０
歳
児
の
見
守
り
事
業
は
、
子

育
て
経
験
や
知
識
が
あ
る
配
達
員

が
、
紙
お
む
つ
等
の
赤
ち
ゃ
ん
用

品
を
配
達
す
る
際
に
、
子
育
て
に

対
す
る
不
安
の
有
無
や
保
護
者
と

赤
ち
ゃ
ん
の
様
子
を
確
認
し
、
必

要
に
応
じ
て
相
談
に
対
応
す
る
な

ど
、
保
護
者
の
不
安
軽
減
を
図
る

た
め
、
継
続
的
な
見
守
り
を
行
う

新
た
な
事
業
で
あ
る
。

　

�　
一
方
、
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

は
、
認
知
症
や
寝
た
き
り
状
態
な

ど
の
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
人
を

在
宅
で
介
護
す
る
家
庭
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
紙
お
む
つ
等
の

介
護
用
品
を
毎
月
支
給
し
て
い
る
。

今
後
は
、
対
象
者
の
拡
大
や
介
護

用
品
の
支
給
を
通
じ
た
見
守
り
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
を
で
き

る
だ
け
早
期
に
実
施
し
た
い
。

　

�　
い
ず
れ
の
事
業
に
つ
い
て
も
市

の
基
本
的
な
考
え
方
は
、
支
援
が

必
要
な
人
に
必
要
な
支
援
を
す
る

こ
と
で
あ
る
。
子
ど
も
、
障
害
の

あ
る
人
、
高
齢
者
を
は
じ
め
、
全

て
の
人
が
住
み
や
す
い
ま
ち
に
な

る
よ
う
総
合
的
に
判
断
し
、
必
要

性
の
高
い
事
業
か
ら
優
先
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

そ
の
他
の
項
目

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
〇
子
ど
も
の
予
防
接
種
の
特
例
措
置

○�

市
内
に
ス
ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
の
設

置
を

　

�

０
歳
児
の
見
守
り
事
業
と

高
齢
者
の
支
援

問�　
職
員
が
健
康
を
害
す
る
こ
と
な

く
職
務
に
従
事
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
に
よ
り
無
駄
を
省
き
、
効
率

化
を
図
る
こ
と
で
時
間
外
勤
務
を

減
ら
せ
な
い
か
。
ま
た
、
職
場
環

境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

答�　
本
市
は
、
国
が
推
進
す
る
働
き

方
改
革
や
労
働
基
準
法
の
趣
旨
を

踏
ま
え
、
職
員
の
健
康
の
保
持
増

進
は
も
と
よ
り
、
仕
事
の
効
率
化

と
人
件
費
抑
制
の
た
め
、
時
間
外

勤
務
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

民
間
委
託
等
に
よ
る
業
務
量
の
削

減
や
事
業
の
見
直
し
を
は
じ
め
、

全
庁
一
斉
定
時
退
庁
日
の
設
定
等

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
時
間
外
勤

務
時
間
数
は
平
成
17
年
度
の
約
35

万
時
間
か
ら
30
年
度
は
約
18
万
時

間
へ
と
減
少
し
た
。
令
和
元
年
度

に
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
を
扱
う
税

務
業
務
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
デ
ー
タ
の
自
動
入
力
や
タ
ブ
レ

ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
業
務
の
電

子
化
等
の
実
証
実
験
を
行
っ
た
結

果
、
作
業
時
間
等
の
大
幅
な
短
縮

が
可
能
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

今
後
、
最
新
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
積

極
的
に
活
用
し
、
業
務
の
省
力
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

�　
ま
た
、
全
職
員
に
職
場
環
境
改

善
に
特
化
し
た
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

改
善
意
識
調
査
を
実
施
し
、
研
修

を
行
う
な
ど
、
仕
事
と
家
庭
の
両

立
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

さ
ま
ざ
ま
な
働
き
方
の
実
現
を
進

め
て
い
く
。

そ
の
他
の
項
目

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

〇
気
候
変
動
対
策

　
働
き
方
改
革

松ま
つ

井い 

久く

美み

子こ 

議
員

筒つ
つ

泉い
ず
み

　
寿ひ

さ
一か

ず 

議
員

公
明
党

維
新
の
会

問�　
本
市
の
待
機
児
童
解
消
へ
の
対

策
と
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て

聞
く
。

答�　
本
市
は
、
待
機
児
童
対
策
を
喫

緊
の
重
要
課
題
と
位
置
付
け
、
平

成
28
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
約
３

７
０
０
人
の
受
入
枠
を
拡
充
し
た

が
、
就
学
前
児
童
や
保
育
所
等
の

利
用
希
望
者
が
大
幅
に
増
加
し
た

た
め
、
31
年
４
月
に
は
４
１
２
人

の
待
機
児
童
が
発
生
し
た
。
さ
ら

に
昨
年
度
も
受
入
枠
を
拡
充
し
た

が
、
令
和
２
年
４
月
の
解
消
は
困

難
な
状
況
に
あ
る
。
３
年
４
月
の

解
消
を
目
指
し
て
、
都
市
公
園
や

公
立
幼
稚
園
を
活
用
し
た
施
設
整

備
な
ど
に
よ
り
、
１
５
０
０
人
の

受
入
枠
の
拡
充
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
さ
ら
な
る
対
策
を
検
討
し
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

�　
子
ど
も
が
健
や
か
で
安
全
に
保

育
を
受
け
、
保
護
者
が
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る
た
め

に
は
、
受
入
枠
の
拡
充
だ
け
で
な

く
、
保
育
士
の
数
と
質
の
確
保
も

重
要
で
あ
る
。
本
市
は
平
成
29
年

度
か
ら
保
育
士
の
処
遇
改
善
や
就

労
支
援
の
ほ
か
、
資
質
や
専
門
性

の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
等
の

充
実
に
も
力
を
入
れ
て
き
た
。
昨

年
度
か
ら
は
、
働
き
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
保
育
所

へ
の
支
援
を
行
う
な
ど
、
保
育
士

が
や
り
が
い
を
持
ち
、
長
く
働
き

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
支

援
も
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
子
ど

も
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き

る
保
育
士
の
育
成
に
向
け
た
支
援

を
行
っ
て
い
く
。

　

�

待
機
児
童
対
策
と
保
育
の

質
の
向
上

吉よ
し
田だ

　
秀ひ
で
夫お 

議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
明
石

施政方針を述べる市長

全ての人が住みやすいまちへ

最新技術を活用し業務を効率化 子どもに寄り添う保育を


